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産業副産物を有効利用した
環境に優しい建設材料の開発

地域環境の保全には、3R（Reduce, 
Reuse, Recycle）は欠かせない。かつ、構
造物の性能向上を図ることも、重要であ
る。そのため、副産物を有効活用しつつ、社
会基盤の高度化に資するべく、地域特性を
考慮した技術開発が求められます。

世界的な環境負荷低減の流れの中で、建設分野においても低炭素
化や資源の有効利用が求められている。本研究では、石炭火力発
電所や製鉄所で発生する石炭灰や高炉スラグ、家屋の屋根材とし
て使用された廃棄瓦などを有効利用した建設材料を開発する。環
境に優しい建設材料の普及は、環境を保護するのみならず、産業副
産物の有効利用による最終処分場の延命化や地域産業の発展に
も大きく寄与する。

図1　石炭灰を有効利用した橋げたの載荷試験
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